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A1. 調査団員・氏名 

A1-1 

Member List of the 1st Preparatory Survey 
on the Project for Introduction of Clean Energy by Solar Electricity Generation System 

in Palestinian Authority 

パレスチナ太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査団 
団員名簿（第一次現地調査） 

1. Mr. Toshinobu KATO 
Team Leader  
団長 
加藤 俊伸 

Deputy Director General, and Group Director for 
Natural Resources and Energy,  Industrial 
Development Department 
Japan International Cooperation Agency (JICA) 
独立行政法人国際協力機構 産業開発部 次長 

2. Mr. Yoshiki EHARA 
Planning Management 
計画管理 
江原 由樹 

Assistant Director, Natural Resources and Energy 
Conservation Division, Natural Resource and 
Energy Group, Industrial Development 
Department 
Japan International Cooperation Agency (JICA) 
独立行政法人国際協力機構 産業開発部  
資源・省エネルギー課 調査役 

3. Mr. Kazunori OGAGUCHI 
Procurement Agent  
調達管理計画 
尾ヶ口 和典 

Second Construction Management Division, First 
Management Department 
Japan International Cooperation System (JICS) 
財団法人日本国際協力システム 業務第一部  
施設第二課 

4. Mr. Mitsuo OCHI 
Chief Consultant/ Photovoltaic 
System Planner 
業務主任／太陽光発電システム 
越智 満雄 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

5. Mr. Fumitaka KAMON 
Interconnected Photovoltaic 
Power System Specialist 
系統連系太陽光発電システム 
加門 文隆 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

6. Mr. Ado KAMAGATA 
Equipment and Facilities 
Planner 
機材・設備計画 
鎌形 亜土 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

7. Mr. Takatsugu SHIMADA  
Procurement Planner and Cost 
Estimator-1 
調達計画／積算１ 
島田 隆次 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 



 
 

A1. 調査団員・氏名 

A1-2 

8. Mr. Kiyoshi YASAKI 
Regulations/ 
Environment-Social 
Considerations Specialist 
制度・基準／環境社会配慮 
矢崎 潔 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

9. Mr. Masahiko SUZUKI 
System Operating Specialist 
系統運用 
鈴木 正彦 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

10. Mr. Tatsuo KOIKE 
Architectural Planner 
建築設計 
小池 竜雄 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

11. Ms. Asuka TODA 
Coordinator 
業務調整 
戸田飛鳥 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

 



 
 

A1. 調査団員・氏名 

A1-3 

Member List of the 2nd Preparatory Survey 
on the Project for Introduction of Clean Energy by Solar Electricity Generation System 

in Palestinian Authority 

パレスチナ太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査団 
団員名簿（第二次現地調査） 

1. Mr. Mitsuo OCHI 
Chief Consultant/ Photovoltaic 
System Planner 
業務主任／太陽光発電システム 
越智 満雄 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

2. Mr. Fumitaka KAMON 
Interconnected Photovoltaic 
Power System Specialist 
系統連系太陽光発電システム 
加門 文隆 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

3. Mr. Ado KAMAGATA 
Equipment and Facilities 
Planner 
機材・設備計画 
鎌形 亜土 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

4. Mr. Takatsugu SHIMADA  
Procurement Planner and Cost 
Estimator-1 
調達計画／積算１ 
島田 隆次 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

5. Mr. Kiyoshi YASAKI 
Regulations/ 
Environment-Social 
Considerations Specialist 
制度・基準／環境社会配慮 
矢崎 潔 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

6. Mr. Masahiko SUZUKI 
System Operating Specialist 
系統運用 
鈴木 正彦 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

7. Mr. Tatsuo KOIKE 
Architectural Planner 
建築設計 
小池 竜雄 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

8. Ms. Asuka TODA 
Coordinator 
業務調整 
戸田飛鳥 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 



 
 

A1. 調査団員・氏名 

A1-4 

Member List of the Draft Report Explanation Survey 
on the Project for Introduction of Clean Energy by Solar Electricity Generation System 

in Palestinian Authority 

パレスチナ太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査団 
団員名簿（概要説明） 

1. Mr. Tsutomu KOBAYASHI 
Team Leader 
団長 
小林 勤 

Senior Representative, 
Japan International Cooperation Agency (JICA) 
Tel-Aviv Office 
独立行政法人国際協力機構 
テルアビブ事務所 次長 

2. Ms. Michiko Hatakenaka 
Planning Management 
計画管理 
畠中 道子 

Assistant Director, Grant Aid Project 
Management Division 2, Financing Facilitation 
and Procurement Supervision Department 
Japan International Cooperation Agency (JICA) 
独立行政法人国際協力機構 
資金協力支援部 実施監理第二課 調査役 

3. Mr. Mitsuo OCHI 
Chief Consultant/ Photovoltaic 
System Planner 
業務主任／太陽光発電システム 
越智 満雄 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

4. Mr. Fumitaka KAMON 
Interconnected Photovoltaic 
Power System Specialist 
系統連系太陽光発電システム 
加門 文隆 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

5. Mr. Ado KAMAGATA 
Equipment and Facilities 
Planner 
機材・設備計画 
鎌形 亜土 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

6. Ms. Asuka TODA 
Coordinator 
業務調整 
戸田飛鳥 

ORIENTAL CONSULTANTS CO., LTD. 
(株)オリエンタルコンサルタンツ 

 



 
 

A2. 調査行程 

A2-1 

パレスチナ第一次現地調査（2009 年 10 月 10 日～23 日） 
官団員
（団長）

官団員
（計画管理）

業務主任/
太陽光発電システム

系統連系太陽光
発電システム

機材・設備計画 調達計画/積算１
制度・基準/

環境社会配慮
系統運用 建築設計 業務調整

加藤　俊伸 江原　由樹 越智　満雄 加門　文隆 鎌形　亜土 島田　隆次 矢崎　潔 鈴木　正彦 小池　竜雄 戸田　飛鳥

1 10月10日 土 業務主任に同じ 業務主任に同じ

3 10月12日 月

成田－ウィーン
（OS52 10:55-15:55）
ウィーン－テルアビブ
（OS859 20:25-23:55）
テルアビブ－ラマッラ

（車移動 2h)

4 10月13日 火 日射量調査 機材・設備調査 調達調査 環境社会配慮調査 日射量調査 建設状況調査 業務主任に同じ

5 10月14日 水
機材・設備調査

調達調査 環境社会配慮調査 業務主任に同じ 建設状況調査 業務主任に同じ

6 10月15日 木 機材・設備調査 業務主任に同じ 環境社会配慮調査 日射量調査 建設状況調査 業務主任に同じ

7 10月16日 金 資料整理 業務主任に同じ 業務主任に同じ

8 10月17日 土 機材・設備調査 調達調査 環境社会配慮調査 系統運営調査 建設状況調査 業務主任に同じ

9 10月18日 日 PEAと協議 調達調査 環境社会配慮調査 系統運営調査 建設状況調査 業務主任に同じ

10 10月19日 月
PEA協議、

機材・設備調査
調達調査 環境社会配慮調査 系統運営調査 建設状況調査 業務主任に同じ

11 10月20日 火 調達調査 環境社会配慮調査 系統運営調査 建設状況調査 業務主任に同じ

12 10月21日 水 機材・設備調査 調達調査 環境社会配慮調査 系統運営調査 建設状況調査 業務主任に同じ

13 10月22日 木 業務主任に同じ

14 10月23日 金 業務主任に同じ

業務主任に同じ2 10月11日 日

- テルアビブ ( > -2:20）
テルアビブ－ラマッラ （車移動 2h）

　

成田－パリ　（JL405 11:05-16:40)
パリ－テルアビブ　(AF2220 18:45-23:10)

テルアビブ－ラマッラ （車移動 2h）

PEA表敬訪問、
団内会議、

関係省庁合同会議（PEA、MOPAD、PIEFZA）

日順 月日

ラマッラ－テルアビブ（車移動)
JICAテルアビブ事務所報告会

テルアビブ－ウィーン　（OS860 05:45-09:40）
ウィーン－キシナウ　（OS655 13:45-16:30）

PEA、JDECO、PIEFZA協議

PEA協議、技術者協会協議

資料整理

成田－フランクフルト （LH711 09:35-14:15）
フランクフルト－ （LH690 22:30-)

成田－ウィーン （OS52 10:55-15:55）
ウィーン－テルアビブ （OS859 20:25-23:55）

テルアビブ－ラマッラ （車移動 2h)

業務主任に同じ

関係機関協議

関係機関協議

M/D署名（PEA、MOPAD、PIEFZA）、
JICAテルアビブ事務所への報告

大使館への報告（テルアビブ）、
資料整理

テルアビブ－パリ　(AF221 07:05-12:15)
パリ－　(JAL406 19:20-)

－成田　( > -14:10 )

ジェリコ市長表敬、サイト視察、JDECO協議　（PEA同行）
団内会議

団内会議、
PEAとM/D協議

PEAとM/D協議および技術的説明

財務省と協議、PEAと協議

 



 
 

A2. 調査行程 

A2-2 

パレスチナ第二次現地調査（2009 年 11 月 18 日～12 月 15 日） 
業務主任/

太陽光発電システム
系統連系太陽光

発電システム
機材・設備計画 調達計画/積算１

制度・基準/
環境社会配慮

系統運用 建築設計 業務調整

越智　満雄 加門　文隆 鎌形　亜土 島田　隆次 矢崎　潔 鈴木　正彦 小池　竜雄 戸田　飛鳥

11月18日 水 業務主任に同じ

－テルアビブ ( > -03:45)
ﾃﾙｱﾋﾞﾌﾞ－ﾗﾏｯﾗ（車移動 2h)

11月21日 土 業務主任に同じ

11月22日 日
調達事情・
単価調査

業務主任に同じ

11月23日 月 基準・制度調査 業務主任に同じ 業務主任に同じ

11月24日 火 環境省協議
JDECO既存類似

変電所視察
業務主任に同じ

調達事情・
単価調査

基準・制度調査
JDECO既存類似

変電所視察
業務主任に同じ

11月25日 水
公共事業省、
統計局と協議

日射量調査
（データ確認）

機材・設備調査
調達事情・
単価調査

基準・制度調査
日射量調査

（データ確認）
業務主任に同じ

11月26日 木 施設計画案作成
調達事情・
単価調査

業務主任に同じ

11月27日 金 業務主任に同じ

11月28日 土 施設計画案作成
変電所機材リスト・
配置計画案作成

PVシステム用機材
配置計画案作成

調達事情・
単価調査

環境社会配慮
資料作成

変電所機材リスト・
配置計画案作成

業務主任に同じ

11月29日
（犠牲祭）

日 施設計画案作成
変電所機材リスト・
配置計画案作成

PVシステム用機材
配置計画案作成

調達事情・
単価調査

環境社会配慮
資料作成

変電所機材リスト・
配置計画案作成

業務主任に同じ

11月30日 月

成田－ウィーン
（OS52 12:05-16:00）

ウィーン－
（OS859 20:00-)

業務主任に同じ

-テルアビブ( > -00:30）
ﾃﾙｱﾋﾞﾌﾞ－ラマッラ

 （車移動 2h)

業務主任に同じ

12月2日 水 環境省協議
変電所機材積算用

資料作成
設備計画案作成

テルアビブ－フランクフル
ト

（LH691 05:30-09:10)
フランクフルト－
（LH710 13:35-)

業務主任に同じ
変電所機材積算用

資料作成
建設事情調査・
施設計画案作成

テルアビブ－ウィーン
（OS858

15:55-18:55)

12月3日 木 市役所協議
JDECO協議
･見積依頼

業務主任に同じ
-成田

（ > -08:35 )

市役所協議、
建設事情調査・

日影図検証

ウィーン－
（OS51 14:10-)

12月4日 金
テルアビブ－ウィーン

（OS858
15:55-18:55)

-成田
( > -09:30 )

12月5日 土
関係機関

会議資料作成、
ラマッラに移動

系統連系発電
システム資料作成、

ラマッラに移動
業務主任に同じ

ウィーン－
（OS51 14:10-)

系統運用資料作成、
ラマッラに移動

業務主任に同じ

12月6日 日 -成田 ( > -09:30 )

12月7日 月
気象庁会議、
調達事情調査

JDECO協議 業務主任に同じ JDECO協議 業務主任に同じ

12月8日 火
JDECO協議、
財務省協議

JDECO協議、
資料作成

財務省協議、
資料作成

12月9日 水 資料作成、整理
系統連系発電

システム資料作成
機材・設備調査

系統運用
資料作成

建設事情調査

12月10日 木
機材・設備工事

見積依頼
系統運用
資料作成

建築工事
見積依頼

12月11日 金

12月12日 土
機材・設備調査

結果の纏め
電力事情調査
結果の纏め

建設事情調査
結果の纏め

12月13日 日

12月14日 月

12月15日 火

業務主任に同じ12月1日 火

再生鋼加工工場視
察、ローカルコントラク
ター（ジェリコ）聴き取

り調査

簡易気象観測機器他 撤去
（データ確認）

簡易気象観測機器他 撤去
（データ確認）

業務主任に同じ

技術者協会、建設業組合、
聴き取り調査

ローカルコントラクター（ラマッラ）
聴き取り調査

JDECOと協議（エルサレム本社）、
JDECOと協議（ジェリコ支社）

業務主任に同じ

成田-フランクフルト
(LH711 10:20-14:05)

フランクフルト-テルアビブ
（LH690 22:50-)

11月20日 金

業務主任に同じ業務主任に同じ

コンクリート試験場・コンクリートブロック工場
・亜鉛メッキ工場・生コン工場の視察

JDECO協議 業務主任に同じ JDECO協議

JDECO協議･見積依頼

業務主任に同じ

ジェリコ市に移動
資料整理、団内会議

資料整理、団内会議

業務主任に同じ

業務主任に同じ

資料整理、団内会議

関係機関協議、
JICAテルアビブ事務所報告、

大使館報告

関係機関協議、
JICAテルアビブ事務所報告、

大使館報告

資料整理、団内会議

関係機関協議（PEA）・報告
テルアビブ－ウィーン （OS858 15:55-18:55)

ウィーン－ （OS51 14:10-)

月日

簡易気象観測機器他据付・設置

成田－ウィーン （OS52 12:05-16:00）
ウィーン－ （OS859 20:00-)

資料整理、団内会議、調査項目・日程確認

関係省庁合同協議（PEA、MOPAD、PIEFZA）

－テルアビブ （ > -00:30 ）
テルアビブ－ラマッラ （車移動 2h)11月19日 木

業務主任に同じ関係機関合同協議（PEA、MOPAD、PIEFZA）

-成田 ( > -09:30 )

業務主任に同じ

JDECO協議、資料作成

資料整理

帰国前報告書作成



 
 

A2. 調査行程 

A2-3 

パレスチナ第三次現地調査（概要説明）（2010 年 4 月 24 日～5 月 4 日） 
官団員

（調査企画）
業務主任/

太陽光発電システム
系統連系太陽光

発電システム
機材・設備計画 業務調整

畠中　道子 越智　満雄 加門　文隆 鎌形　亜土 戸田　飛鳥

1 4月24日 土

成田－イスタンブール
（ TK051 13:35-19:40 ）

イスタンブール－
（ TK792 23:30- )

業務主任に同じ

－テルアビブ （ > - 01:40 ）
テルアビブ－ラマッラ （車移動2h )

PIEFZA協議

4 4月27日 火 MD協議 業務主任に同じ

5 4月28日 水 サイト視察 業務主任に同じ

7 4月30日 金

テルアビブ－イスタンブール
（ TK785 10:45-13:00 )

イスタンブール-
( TK050 18:30- )

業務主任に同じ

8 5月1日 土 -成田 ( > -11:45 ) 業務主任に同じ

9 5月2日 日 業務主任に同じ

10 5月3日 月 業務主任に同じ

11 5月4日 火 業務主任に同じ

業務主任に同じ

4月29日 木

テルアビブ－ラマッラ （車移動 2h)

業務主任に同じ

10:00　技術仕様書説明（PEA）

サイト視察、UNDP協議

技術仕様書説明（PEA）

-成田 ( > -08:05 )

団内会議、報告書作成等

ウィーン- ( OS051 13:55- )

PEAとの最終確認、
ラマッラ－テルアビブ （車移動 2h)、

テルアビブ－ウィーン （ OS858 16:00-18:50 )

業務主任に同じ

団内会議、報告書作成等

日順 月日

概要書説明（PEA、MOPAD）

MD署名
ラマッラーテルアビブ（車移動 2h)

JICAテルアビブ事務所、大使館報告

2

6

4月25日 日

成田－ウィーン （ OS052 10:55-15:55 ）
ウィーン－ （ OS859 20:25- )

－テルアビブ （ > - 00:55 ）
テルアビブ－ラマッラ （車移動 2h)

MOPAD表敬、PEA表敬

3 4月26日 月
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パレスチナ第一次現地調査（2009 年 10 月 10 日～23 日） 

1． 在イスラエル日本国大使館 
橋本 尚文 ： 公使 
西岡 達史 ： 参事官 
山本 英昭 ： 一等書記官 
高橋 紀之 ： 二等書記官 
柴崎 大輔 ： 三等書記官 

2． 在テルアビブ（イスラエル）JICA 事務所 
小池 誠一 ： 所長 
小林 勤 ： 次長 
久保 英士 ： 所員 
岩瀬 英明 ： 企画調査員 

3． エネルギー庁 (Palestinian Energy Authority: PEA/PEC) 
Eng. Jamal Abu Ghoush ： Director, Program Monitoring Unit, 
Energy Sector Assistance Phase V, PEA 
Eng. Zafer Milhem ： PEA 
Eng. Ayman Ismail ： General Director, PEC 
Eng. Basel T. Yaseen ： Director, Acting Technical Department, PEC 
Eng. Falah Demery ： Responsible of Renewal Energy Division, PEC 

4． 計画庁 (Ministry of Planning and Administrative Development: MOPAD) 
Dr. Cairo Arafat ： Director General 
Mr. Ibrahim Abdelrahim ： Director of Asia and America Department  
Aid Management and Coordination 

5． 工業団地・フリーゾーン庁  
(Palestine Industrial Estate and Free Zone Authority: PIEFZA) 
Eng. Ahmad Hasasneh ： Director General 

6． 財務省 (Ministry of Finance) 
Mr. Hussein Jaloudi ： Director of International Agreements 
Mr. Nasser Jian ： Director of Exemption Department &  

International Organization 

7． 環境省 (Ministry of Environmental Affairs) 
Mr. Ayman Thaher ： - 
Mr. Mahmoud Abu-Shanab ： - 

8． ジェリコ市役所 (Municipality of Jericho) 
Mr. Hassan Saleh Hussein ： Mayor 
Eng. Ghazi A. Al-Naji ： Director of General Service 

9． JDECO (Jerusalem District Electricity Company) 
Eng. Nayef Khashan ： Jericho Branch Manager 
Eng. Suhilu Daban ： Electrical Engineer 

10． 技術者協会 ((Engineers Association-Ramallah Center) 
Eng. Faisal Diab ： Director, Tech. Affairs Department 
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パレスチナ第二次現地調査（2009 年 11 月 18 日～12 月 15 日） 

1． 在イスラエル日本国大使館 
山本英昭 ： 参事官 
高橋紀之 ： 二等書記官 
田中香織 ： 二等書記官 

2． 在テルアビブ（イスラエル）JICA 事務所 
小林 勤 ： 次長 
久保 英士 ： 所員 
岩瀬 英明 ： 企画調査員 

3． エネルギー庁 (Palestinian Energy Authority: PEA/PEC) 
Dr. Omar Kittaneh ： Minister 
Dr. Abdel-Kareem Abdeen ： Deputy Minister 
Eng. Jamal Abu Ghoush ： Director, Program Monitoring Unit, 

Energy Sector Assistance Phase V, PEA 
Eng. Hussein Alnabih ： General Director 
Eng. Falah Demery ： Responsible of Renewal Energy Division, PEC 

4． 計画庁 (Ministry of Planning and Administrative Development: MOPAD) 
Mr. Ibrahim Abdelrahim ： Director of Asia and America Department 

5． 工業団地・フリーゾーン庁 
(Palestine Industrial Estate and Free Zone Authority: PIEFZA) 
Eng. Ahmad Hasasneh ： Director General 

6． 財務省 (Ministry of Finance) 
Mr. Hussein Jaloud ： Director of International Agreements 
Mr. Fuad Shobaki ： Director of General Service 
Mr.Sabah Nabulsi ： National Coordinator of Exemptions,  

Department of Customs & Excise 
Mr. Quadri Bsharat ： Budget Department 

7． 環境省 (Ministry of Environmental Affairs) 
Dr. ISSA Musa Albaradeiya ：  - 

8． 公共事業住宅省 (Ministry of Public Works and Housing) 
Eng. Bassam Jaber ： Chairman of Central Tendering Department 

9． ジェリコ市役所  (Municipality of Jericho) 
Eng. Ghazi A. Al-Naji ： Director of General Services 
Mr. Basel A. Hijazi ： Head of Engineering Department 

10． 気象庁 (Palestinian Meteorology, Ministry of Transportation) 
Mr. Isam Isa ： - 

11． JDECO (Jerusalem District Electricity Company) 
Mr. Hisham Omari ： Director Manager 
Eng. Mansour Nassar ： Technical Director 
Eng. Ahmad Ghosh ： Director Public Relation 
Eng. Nayef Khashan ： Jericho Branch Manager 
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12． 技術者協会 (Engineers Association-Ramallah Center) 
Eng. Ahmad Edaily ： Chairman 
Eng. Moh’d Abu Ajamieh ： Vice Chairman 
Eng. Ma’moun Abu Rayyan ： Acting Director Planning & Development 

Department 

13． 国連開発計画 (UNDP) 
Mr. Nader Atta ： Programme Analyst Infrastructure,  

Youth and Culture Poverty Reduction and 
Economic Development 

Mr. Jhony F. Theodory ： Projects Manager 
Mr. Shinji Hirose ： Programme Analyst 
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パレスチナ第三次現地調査（概要説明）（2010 年 4 月 24 日～5 月 4 日） 

1． 在イスラエル日本国大使館 
山本英昭 ： 参事官 
高橋紀之 ： 二等書記官 
田中香織 ： 二等書記官 

2． 在テルアビブ（イスラエル）JICA 事務所 
小林 勤 ： 次長 
久保 英士 ： 所員 
岩瀬 英明 ： 企画調査員 

3． エネルギー庁 (Palestinian Energy Authority: PEA/PEC) 
Eng. Jamal Abu Ghoush ： Director, Program Monitoring Unit,  
  Energy Sector Assistance Phase V, PEA 
Eng. Falah Demery ： Responsible of Renewal Energy Division, PEC 

4． 計画庁 (Ministry of Planning and Administrative Development: MOPAD) 
Dr. Estephan Salameh ： Special Advisor to the Minister 
Mr. Ibrahim Abdelrahim ： Director of Asia and America Department 
Ms. Taghreed Hithnawi ： Director of Infrastructure Planning Directorate 
Mr. Firas Farsakh ： Asia + America Dep. 

5． 工業団地・フリーゾーン庁 
(Palestine Industrial Estate and Free Zone Authority: PIEFZA) 
Mr. Abdel Rahman Shteyeh ： Acting Director General 
Mr. Mohammed Thekri ：  Project Manager of JAIP 

6． 国連開発計画 (UNDP) 
Mr. Nader Atta ： Programme Analyst Infrastructure,  

Youth and Culture Poverty Reduction and 
Economic Development 

Mr. Jhony F. Theodory ： Projects Manager 
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事業実施事前計画表（概略設計時） 

1 案件名 

パレスチナ太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画 
 

2 要請の背景（協力の必要性･位置付け） 

（1） 要請の背景 
・ 我が国は、2008 年 1 月、ダボス会議における福田首相（当時）のスピーチにおい

て、温室効果ガスの排出削減と経済成長を両立させ、気候の安定化に貢献しようと

する途上国に対する取り組みの一つとして、クールアース・パートナーシプを発表

した。それに伴い、省エネルギー等の途上国の排出削減への取り組みに積極的に協

力、支援を行なうことを決定した。 
・ この取り組みの一環として、排出削減と経済成長を両立させる実行能力や資金が不

足している途上国を支援するために、2008 年度に「環境プログラム無償資金協力

事業」が導入された。 
・ このような背景から、外務省がクールアース・パートナー国であるモルドバ国及び

パレスチナに対し、太陽光発電等を活用した環境プログラム無償資金協力事業に関

するニーズ調査を行った結果、両国から同事業実施の要請を得られたため、協力準

備調査を実施する運びとなった。 

（2） 協力の必要性、妥当性 
・ パレスチナのエネルギー庁(以下、PEA)所轄のエネルギー環境研究センター（以下、

PEC）により、2007 年 6 月に策定されたエネルギー関連の 5 ヵ年計画において、

以下の 2 項目が目標として揚げられている。 
1) 太陽光発電をはじめとしたクリーンエネルギーの占める割合をエネルギー

需要の 20％まで高めること 
2) 工業・建設部門におけるエネルギー利用の改善をするとともに輸入エネル

ギーへの依存割合を削減すること 
・ しかし、パレスチナでは油、ガス、電力等のエネルギーをほとんど輸入に頼ってお

り、かつ近年の電力需要の伸びは著しく、政府は費用負担の増大に苦慮している状

況である。 
・ 本件サイトは、2013 年以降に稼動予定の農産加工団地（第一期工事）用地の一画

に位置し、同計画との調整が必要である。 
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3 プロジェクト全体計画概要 

※下線部：本環境プログラム無償資金協力に直接関与する成果、活動および投入 

（1） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 
系統連系による太陽光発電設備の運用を行い、農産加工団地の共用施設への電力

供給を行なう。それにより、環境負荷を軽減した形での系統への持続的な電力供給

がなされる。 
ただし、当該農産業団地の整備は 2013 年以降と想定されていることから、当面

は本プロジェクトにより発電される電力を、エルサレム地区電力会社（JDECO）

管理下にある、既存配電網に供給することでジェリコ市における所要電力の供給量

を補完する。（裨益対象：ジェリコ市） 

（2） プロジェクト全体計画の成果 
・ 系統連系による太陽光発電システムが導入される 
・ 上記に係る附帯施設が建設される 
・ 財務面も含めたより安定的な電力が供給される 
・ プロジェクトの運営・維持管理体制が整備される 
・ 国内の再生可能エネルギーの利用比率が高まる 

（3） プロジェクト全体計画の主要活動 
・ 機材を調達して、据付を行なう／附帯施設の建設を行なう 
・ 機材／施設を使用して、太陽光発電を行なう 
・ 運営・維持管理のための人員を配置し、技術訓練を行なう 

（4） 投入(インプット) 
 ア 日本側：環境プログラム無償資金協力 5.99 億円 

イ 相手国側： 
（ア）太陽光発電システムの運営・維持管理に必要な人員 
（イ）設置用地、敷地準備工事 

（造成・整地作業については、日本国よりの資金拠出により UNDP が実施）

（ウ）新設変電所の一次側配線工事に係る経費 
（エ）機材及び附帯施設の運営･維持管理に係る経費 

（5） 実施体制 
実施機関：エネルギー庁（PEA） 
関連機関：計画庁（MOPAD）、工業団地・フリーゾーン庁（PIEFZA） 
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4 環境プログラム無償資金協力案件の内容 

（1） サイト 
パレスチナ ジェリコ市（農産加工団地第一期工事用地内の一画） 

（2） 概要 
本環境プログラム無償資金協力により整備される主要な機材・施設を以下のとおり

記載する。 
・ 太陽光発電装置の資機材調達及び据付工事（含む、防犯監視カメラ） 
・ 上記設備に係る附帯施設の建設（モニター棟、変電所棟） 
・ 実施機関等を対象とした、運営・維持管理に関する技術支援指導 

（3） 相手国側負担事項 
・ 建設用地の確保 
・ 新設変電所の一次側配線工事 

（4） 概略事業費 
5.99 億円 

（5） 工期 
実施設計、調達・据付工事、ソフトコンポーネント期間を含め、約 18 ヶ月を予定

（6） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
特になし 

 
5 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

・ パレスチナの治安情勢が維持される。 
・ 日本国よりの資金拠出により UNDP が実施する造成・整地作業が、期限内に実施・

完了する。 
・ 既存配電網を所管している JDECO と、実施機関である PEA の間で、電力逆潮流

（系統連系）に係る合意書が締結される。 
 

6 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし 
 

 



 
A5. 事業事前計画表（概略設計時） 

 

A5-4 

7 プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（1） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
本プロジェクトで整備される太陽光発電装置により、年間 422,000kWh の発電量

及び年間 290.6 トンの二酸化炭素（CO2）の削減が期待できる。 
（ア）年間想定発電量の 80%以上の有効活用 
（イ）二酸化炭素の年間想定削減量の 80%以上の達成 

（2） その他の成果指標 
（ア）パレスチナにおける再生可能エネルギー利用率の向上 
（イ）パレスチナにおける太陽光発電（系統連系）発電量の向上 

（3） 評価のタイミング 
（ア）本プロジェクトの瑕疵検査時（2012 年 11 月頃の予定） 
（イ）農産加工団地（第一期工事）の稼動開始 1 年後（2014 年頃の予定） 
 

 



 
A6. ソフトコンポーネント計画書 

 

 

 
 

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 
 
 
 

太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査 

(パレスチナ) 
 
 
 
 
 

ソフトコンポーネント 

「太陽光発電システムの運営・維持管理能力向上研修」 

にかかる計画書 
 
 
 
 
 
 
 
 

2010 年 7 月 
 
 
 
 

株 式 会 社  オ リ エ ン タ ル コ ン サ ル タ ン ツ  



 
A6. ソフトコンポーネント計画書 

 

i 

目     次 

 

 

1 ソフトコンポーネントを計画する背景..............................................................................1 

1-1 環境プログラム無償資金協力「パレスチナ太陽光を活用した 
クリーンエネルギー導入計画」................................................................................ 1 

1-2 本研修の必要性 ......................................................................................................... 2 
1-2-1 電力供給システム管理技術の必要性...................................................................4 
1-2-2 系統連系に関連する運営・維持管理技術の必要性 .............................................4 

2 ソフトコンポーネント「系統連系による太陽光発電システムの運営・維持管理能力 
向上研修」の概要 ..............................................................................................................4 

2-1 本研修の目標............................................................................................................. 4 
2-2 本研修の成果............................................................................................................. 4 
2-3 成果達成度の確認方法 .............................................................................................. 5 
2-4 本研修の活動（投入計画） ....................................................................................... 6 

2-4-1 活動 .....................................................................................................................6 
2-4-2 パレスチナ側成果品............................................................................................9 
2-4-3 投入 .....................................................................................................................9 

2-5 本研修の実施リソースの調達方法 .......................................................................... 10 
2-5-1 日本人専門家の派遣..........................................................................................10 
2-5-2 講師選定方法.....................................................................................................11 

2-6 本研修の実施工程.................................................................................................... 11 
2-7 本研修の成果品 ....................................................................................................... 11 
2-8 本研修の概算事業費 ................................................................................................ 12 
2-9 相手国実施機関の責務 ............................................................................................ 12 

 

添付資料 

 添付資料 - 1 本研修の Project Design Matrix（PDM） 

添付資料 - 2 ソフトコンポーネントの概算事業費内訳 



 
A6. ソフトコンポーネント計画書 

 

1 

1 ソフトコンポーネントを計画する背景 

1-1 環境プログラム無償資金協力「パレスチナ太陽光を活用したクリーンエネルギー導入

計画」 

世銀が実施したパレスチナ自治政府（以下、パレスチナ）のエネルギー部門の調査報告

書『1999－2005 West Bank and Gaza Energy Sector Review May, 2007』および『National 
Plan for Development of Renewable Energy & Efficiency 2007-2012, June 2007』による

と、パレスチナでは総エネルギー消費量の 90%以上を輸入に頼っており、電力に限っても

総需要量の約 90%（西岸地区は電力需要の全て）をイスラエル、ヨルダンおよびエジプト

からの輸入に頼っている状況である。また、パレスチナには発電能力 140MW の発電所が

ガザ地区にあるのみである。 

一方、パレスチナでは近年（1999-2005 年）の電力需要が高まっており、1999 年～2005
年 World Bank Report によると、西岸地区で 6.4%、ガザ地区で 10%の上昇を示している。

このため、電力調達に係る費用負担の増大にパレスチナは苦慮している。また、本事業対

象地のジェリコ市では、現在、その電力の 100%をヨルダン国立電力公社（Jordan National 
Electric Company）からの輸入に頼っており、非常時にはイスラエル電力公社（Israel 
Electric Corporation Limited: IEC ）からの電力を供給する場合もある。 

よって、パレスチナでは、エネルギー開発が喫緊の要件であることから、再生可能エネ

ルギーの積極的な利用に対する取り組みを主導しているエネルギー庁（Palestinian Energy 
Authority: PEA）が所管しているエネルギー環境研究センター（Palestinian Energy & 
Environment Research Center: PEC）が、１）太陽光発電をはじめとしたクリーンエネル

ギーの占める割合をエネルギー需要の 20%まで高めること、２）工業・建設部門における

エネルギー利用の改善をするとともに輸入エネルギーへの依存割合を削減することを目標

として掲げた、エネルギー関連の 5 ヵ年計画『National Plan for Development of 
Renewable Energy & Efficiency 2007-2012』を 2007 年 6 月に策定した。 

当該 5 ヵ年計画では、太陽光発電をはじめとしたクリーンエネルギーの占める割合をエ

ネルギー需要の 20%まで高めることを主目的としており、併せて国際機関との気候変動対

策での協調、クリーン開発メカニズム（Clean Development Mechanism: CDM）への適用

等を模索しているところである。 

一方、日本では「クールアース・パートナーシップ」の一環として、二酸化炭素の排出

削減と経済成長を両立させる実行能力や資金が不足している途上国を支援するために、

2008 年度に「環境プログラム無償資金協力事業」が導入された。この事業では、再生可能

エネルギーを含むクリーンエネルギーの活用促進を掲げ、民間の技術を含む日本の先進的

な技術を積極的に活用する方針である。かかる状況下、パレスチナはクールアース・パー

トナーシップに参加し、気候変動の緩和策並びに適応策への取り組みにより、温室効果ガ

スの排出削減と経済成長の両立を目指すこととした。 

クールアースパートナー国であるパレスチナに対し、我が国外務省が太陽光発電等を活

用した環境プログラム無償資金協力事業に関するニーズ調査を行った結果、同事業実施の
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要請があった。右事業の概要を表－１に示す。 

表－1 環境プログラム無償資金協力 
「パレスチナ太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画」の概要 

上位目標 対象国内で入手可能なエネルギーの活用によるエネルギー源の多様化と気候変動対

策に資する電力供給体制の構築に寄与する。 
プロジェクト目標 系統連系による太陽光発電設備の運用を通し、パレスチナ内の再生可能エネルギー

の利用比率が高まり、財務面も含めたより安定的な電力供給が実現するとともに、

CO2の排出量削減にも寄与する。 
期待される成果 ① 温室効果ガス（CO2）が年間約 196.4 ﾄﾝ削減される。 

② 太陽光による自家発電により、当面は輸入電力量が減り、国庫の支出が軽減で

きる。また、将来的には農産加工団地（共用施設）の電力料を節約できる。 
プロジェクトの 
支援計画 

① 系統連系型太陽光発電(PV) システムにより発電した電力をジェリコ市郊外に

建設が予定されている農産加工団地内に新設する特別高圧変電所の変圧器 2 次

側系統に連系し、農産加工団地施設等への電力供給を図るとともにエルサレム

地区電力会社（Jerusalem District Electricity Co. Ltd: JDECO）所管の既存の

33kV 配電網への電力逆潮流によりジェリコ市内への電力供給の補完に貢献す

る。 
② 太陽光発電に関する基礎知識や既存の発電システムとの調整、保守点検方法、

緊急時の対応など、太陽光発電システムの適切な維持管理に必要な技術的研修。

出典： 業務指示書ならびに調査結果に基づき作成 

1-2 本研修の必要性 

本無償資金協力事業で調達される予定の太陽光発電システムの運営は、PEA（PEC を含

む）が担当する予定であり、PEA の職員は既にこの取り組みに対して大変意欲的であるこ

とが準備調査において確認された。以下に運営実施主体である PEA の組織図を示す。 
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• 長官室 
• コンサルタント 
• 国際協力部 
• モニタリング、内部監査 
• 広報活動、メディア部 
• クレーム対応部 
• 電気規定フォローアップ部 
• 業務部 

パレスチナ 
エネルギー庁 

長官 

次官・秘書官 

• 次官室 
• 各ユニット契約 

電力規制委員会 
• 委員長：エネルギー庁長官 
• 外部委員：4 名 

• 配電会社 
• 国営送電会社 
• 発電会社 

地質・鉱業局 

探査部 

採石部 

死海部 

石油・ガス局

油田検層部 

モニタリング・ 
フォローアップ部

採掘部 

計画・情報局

技術・経営計画部

調査・研究部 

エネルギー 
情報センター 

送電局 

運用管理部 

保守部 

設計部 

エネルギー制御・ 
変換部 

エネルギー・電力局

配電部 

発電部 

原子力・ 
放射線保護部 

再生可能エネルギ

ー・持続開発部 

研究所 

地方整備局 

事業実施・改善部 

地方電力部 

官房部 

土木・建築部 

総務・財務管理局 

総務部 

財務部 

人材育成・開発部

サービス・ 
メンテナンス部 

購買・調達部 

コンピューター・
IT 部 

法務部 

出典：調査団作成 
図－1 実施体制組織図 

パレスチナにおける既存太陽光発電システムは、発電量約 5～10kw 程度のものは存在す

るが、これらと比較して、本無償資金協力事業で調達される予定の太陽光発電システムの

発電規模は約 300kw と規模が大きい。このような規模のシステム運営はパレスチナにおい

て初めての試みであり、施設管理者のみならず配電会社にとっても初めて運用する取り組

みとなる。 

右システムの導入に際しては、維持管理、運用に係わる指導のみならず、自動的に表示・

収集されるデータの整理、編集、処理から維持管理要員による解析予報作業に至る作業の

流れも新たに構築することが必要であり、また右システムに不具合が発生した際に、適切

に対処する処理法・修復作業に関しても、関係者が把握しておく必要がある。また、右シ

ステムを系統連系により安定かつ安全な運用を行うためには、配電会社である JDECO と

の密接な連携が必要である。 

以上のように、本無償資金協力案件のプロジェクト目標（関連職員のシステム運営に関

する知識とスキルの向上を含む）を達成するため、ソフトコンポーネントとして本研修「系

統連系による太陽光発電システムの運営・維持管理能力向上研修」の実施を計画する。 

本研修にて習得が必要な技術とその理由を以下に示す。 
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1-2-1 電力供給システム管理技術の必要性 

本無償資金協力事業で設立される太陽光発電システム全体の運営並びに保守管理は、責

任官庁である PEA（PEC を含む）が実施機関となる。ただし、新設変電所（高圧機器類）

の運営並びに保守管理は、電力供給会社である JDECO に委託することになっている。 

本無償資金協力事業の成果の持続性を最低限確保するために実施機関に求められるのは、

施設の完成引渡し後の、太陽光発電装置により得られたデータの処理・解析と的確なシス

テム運営、更に当該発電装置に不具合が発生した場合の自主的な対処であることから、電

力供給システム管理技術が必要である。 

1-2-2 系統連系に関連する運営・維持管理技術の必要性 

本無償資金協力事業の実施後、当面は当該システムにて発電される電力を JDECO 管理

下の既存配電網に供給する形態で、ジェリコ市の所要電力の供給量の一部を補完する予定

である。当該システムにて取得されるデータを JDECO 並びにその他の再生可能エネルギ

ー関連機関へ提供することは、国際機関との気候変動対策での協調、CDM への適用等を模

索しているパレスチナにおいて、再生可能エネルギーの積極的な利用に対する取り組みの

一助となることから系統連系に関する運営・維持管理の技術が必要である。 

2 ソフトコンポーネント「系統連系による太陽光発電システムの運営・維持管理能力向

上研修」の概要 

以下に、「太陽光発電システムの運営・維持管理能力向上研修」の概要を示す。なお、

本研修の Project Design Matrix（以下、PDM）を本計画書の添付資料-1 に示しており、以

下の概要は PDM の内容を説明する構成となっている。 

2-1 本研修の目標 

本研修の目標は、本無償資金協力「パレスチナ太陽光を活用したクリーンエネルギー導

入計画」の円滑な立ち上がりのための基盤形成である。 

2-2 本研修の成果 

研修終了時点で達成されるべき本研修の成果として、以下４点をあげる。 

1． 太陽光発電システム・機材の運営維持管理方法が理解される 

2． 電力および気象データの整理、編集、処理、活用の意義と方法について理解

される 

3． 太陽光発電装置並びに系統連系にかかるトラブル予防並びに対処方法が理解

される 

4． JDECO の電力供給網へ継続的に供給されるためのシステムが理解される（系

統連系システム） 
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2-3 成果達成度の確認方法 

研修においては、研修生の主体的な取り組みを引き出すため、講義形式のみならず演習

を取り入れた、インタラクティブな研修プログラムを計画する。研修内容に対する研修生

への理解度テストなどを行い、成果の達成度を確認することを基本方針とする。理解度テ

ストには、彼らの今後の活動への意欲を計る記述式の設問を必要に応じて盛り込むことが

望ましい。研修活動成果が発現することで、独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部

作成の「ソフトコンポーネント・ガイドライン コンサルタント用（改訂版）」に示され

る「今後のプロジェクトを円滑に立ち上げるために必要な技術や体制が整った」と規定す

る。 

なお、本研修は太陽光発電システム施設の完工までに実施されるものであることから、

完工後の運営状況についてのモニタリングは含まず、運営開始後の運営状況についてコン

サルタントが責任を負うものではない。 

成果達成度の確認指標について下表にまとめた。 
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表－2 成果達成度の確認指標とデータ入手手段 
成果 指標 指標データ入手手段

１．太陽光発電システ

ム・機材の運営維持管理

方法が理解される 

研修終了時に太陽光発電システム・機材の運営・維持

管理にかかる理解度テスト（演習課題を含む）で平均

80％以上の正答率が確認される 
研修生により太陽光発電システム・機材の保安規定が

策定される 
研修生により太陽光発電システム・機材にかかる維持

管理マニュアル（維持管理体制を含む）が作成される

理解度テストの結果

作成された保安規定

作成された維持管理

マニュアル 

研修終了時に電力および気象データの整理、編集、処

理、活用の意義と方法についての理解度テスト（演習

課題を含む）で平均 80％以上の正答率が確認される

2-1 理解度テストの

結果 

研修終了時に電力および気象データの整理、編集、処

理、活用の意義と方法についての理解度テスト（演習

課題を含む）で平均 80%以上の正答率が確認される 

2-2 理解度テストの

結果 
 

２．電力および気象デー

タの整理、編集、処理、

活用の意義と方法につ

いて理解される 

研修生により電力および気象データの整理、編集、処

理、活用の意義と方法にかかるマニュアルが作成され

る 

2-3 作成された電力

および気象データの

整理、編集、処理、

活用マニュアル 
3-1 研修終了時に太陽光発電装置並びに系統連系の

トラブル予防ならびに対処方法についての理解度テ

スト（演習課題を含む）で平均 80％以上の正答率が

確認される 
 

3-1 理解度テストの

結果 

3-2 研修終了時に故障処理時（自動処理）の診断報告

書の作成方法、保管方法についての理解度テスト（演

習課題を含む）で平均 80％以上の正答率が確認され

る 

3-2 理解度テストの

結果 

３．太陽光発電装置並び

に系統連系にかかるト

ラブル予防並びに対処

方法が理解される 

3-3 研修生により日常的レベルのトラブルシューテ

ィング並びに診断報告書作成・保管にかかるマニュア

ルが作成される 

3-3 作成されたトラ

ブルシューティング

並びに診断書作成・

補移管にかかるマニ

ュアル 
４．JDECO の電力供給

網へ継続的に供給され

るためのシステムを理

解する（系統連系システ

ム） 

4-1 研修終了時に系統連系にかかる理解度テスト（演

習課題を含む）で平均 80%以上の正答率が確認される

4-1 理解度テストの

結果 
 

出典： 調査団作成 

2-4 本研修の活動（投入計画） 

2-4-1 活動 

本研修における期待される成果に対する活動内容を下表に示す。 
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表－3 本研修の成果と活動内容 

成果 活動 必要な技術・ 
業種 

現在及び将来必要

とされる技術水準

１．太陽光発電システ

ム・機材の運営維持管理

方法が理解される 

1-1 太陽光発電システムの構成機器類は

それぞれ耐用年数が異なり適切な更

新が必要であることから、機器更新計

画に関わる指導を行う 
1-2 パワーコンディショナー等の故障、定

期点検はメーカーによる実施が推奨

されることから、定期点検・修理時の

メーカー技術者派遣に関わる指導を

行う 
1-3 太陽光発電設備全般について研修テ

キストを作成し、授業（演習を含む）

を行う 
1-4 研修生ら自身が維持管理マニュアル

（維持管理体制を含む）を作成する 
1-5 研修生ら自身が設備保安規定を作成

する 
1-6 研修終了時に理解度確認テストを行

う 

施設・電気設

備維持管理

技術 

系統連系太陽光 
発電システム 
維持管理技術 

２．電力および気象デー

タの整理、編集、処理、

活用の意義と方法につ

いて理解される 

2-1 電力および気象データの整理、編集、

処理、活用の意義と方法について研修

テキストを作成し、授業（演習を含む）

を行う 
2-2 データの保管法方法とデータ活用方

法について、研修テキストを作成し、

授業（演習を含む）を行う 
2-3 研修生ら自身が計装にかかるマニュ

アルを作成する 

PC 操作技術 データ解析・応用

技術 

３．太陽光発電装置並び

に系統連系にかかるト

ラブル予防並びに対処

方法が理解される 

3-1 太陽光発電装置のトラブル予防なら

びに対処方法について、研修テキスト

を作成し、授業（演習を含む）を行う

3-2 故障処理時（自動処理）の診断報告書

の作成方法、保管方法について、研修

テキストを作成し、授業（演習を含む）

を行う 
3-3 研修終了時に理解度確認テストを行

う 
3-4 研修生ら自身が日常的レベルのトラ

ブルシューティング並びに診断報告

書作成・保管にかかるマニュアルを作

成する 

施設・電気設

備維持管理

技術 

系統連系太陽光 
発電システム 
維持管理技術 

４．JDECO の電力供給

網へ継続的に供給され

るためのシステムが理

解される（系統連系シス

テム） 

4-1 系統連系について、研修テキストを作

成し、授業（演習を含む）を行う 
施設・電気設

備運営技術 
系統連系太陽光 
発電システム 
運営技術 

出典： 調査団作成 
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なお、それぞれの成果に対応する具体的指導内容を以下に示す。 

【成果１：太陽光発電システム・機材の運営維持管理方法が理解される】 

太陽光発電システムとその構成要素に係る一連のマニュアル、作業の流れを示す資料、

上記活動内容に対応するマニュアルを用い、講義による説明と、構築する太陽光発電

システムを用いた実習を実施する。 

a) 太陽光発電システムの発電原理、構成等を理解するための指導 

b) 主要構成要素である太陽光モジュール、接続箱、パワーコンディショナーなど

の機能、特性などを理解するための指導 

c) 不適切な運用による不具合事例およびその予防措置システム等を理解し、機器

の不具合発生時に迅速、適切な対応が可能となるための指導 

d) 日常点検や定期点検方法に関する技術、技能、計画に関する指導 

e) 接地抵抗測定や絶縁抵抗測定などの各種試験に関する技術、技能に関する指導 

f) 機器更新、設備更新（含む、点検修理時のメーカー技術者派遣）に関する指導 

g) 気象条件を勘案した太陽光パネルの清掃に関する指導 

【成果２：電力および気象データの整理、編集、処理、活用の意義と方法について理解

される】 

各種計測・観測機器の機能、特性などについて、実物機器を用いた講義により説明を

行う。また、計測されたデータの処理、分析方法、得られた結果のディスプレイへの

表示方法などに関わるマニュアル、作業の流れを示す資料を用い、講義による説明お

よび構築する計測監視装置や表示ディスプレイ装置を用いて実施する。 

a) 太陽光発電システム各種計測装置の機器構成を理解するための指導 

b) 気象観測装置の機能、特性などを理解するための指導 

c) 太陽光発電システムおよび気象観測装置から計測監視装置へデータを適正に

収集し、整理、編集、グラフ化などを可能にするための指導 

d) 発電電力量と気象の関係など、各種データの意味を理解し、分析・評価するた

めの知識を習得し、売電量・買電電力予算の算出など、運営に活用できるよう

にするための指導 

e) グラフ化されたデータをディスプレイに伝送、表示させたりし、広報活動が適

切に行えるようにするための指導 
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【成果３：太陽光発電装置並びに系統連系にかかるトラブル予防並びに対処方法が理解

される】ならびに【成果４：JDECO の電力供給網へ継続的に供給されるためのシステ

ムが理解される（系統連系システム）】 

受変電装置構成機器の機能、特性などについて、実物機器を用いた講義を行う。また、

システムや機器の不具合発生時における対応、連絡体制に関わるマニュアル、作業の

流れを示す資料を用い、講義による説明と構築する受変電装置、太陽光発電システム

を用いた実習を実施する。 

a) 系統連系の接続ポイントである受変電装置の機器構成を理解するための指導 

b) 主要構成要素である遮断器、各種保護継電器、変圧器、計測機器などの機能、

特性などを理解するための指導 

c) システム機器の不具合発生時に迅速、適切な対応が可能となるための指導 

d) 日常点検や定期点検方法に関する技術、技能、計画に関わる指導 

e) 接地抵抗測定や絶縁抵抗測定などの各種試験に関する技術、技能に関する指導 

f) 機器更新、設備更新（含む、点検修理時のメーカー技術者派遣）に関する指導 

2-4-2 パレスチナ側成果品 

パレスチナ側の成果品は、研修にて作成される以下のマニュアル類である。 

• 保安規定 
• 維持管理マニュアル 
• 計装マニュアル 
• トラブルシューティング並びに診断書作成・補移管にかかるマニュアル 

2-4-3 投入 

投入を下表にまとめた。なお対象者（ターゲット・グループ）は、実施機関であるPEA (PEC
を含む)ならびに PIEFZA、JDECO である。 

なお、実施機関である PEA は、本プロジェクトにより整備される太陽光発電施設の保守

管理および運営・維持管理を担当する職員の新規雇用を計画している。また、当該施設の

保守管理および運営維持管理については PEA 所管する事になるものの、農産加工団地の運

用が開始された場合、農産加工団地の共用施設への電力供給に係わる PIEFZA との連携が

不可欠である事から、農産加工団地の運営を担当する PIEFZA の技術者も研修対象に含め

ることとする。 
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表－4 投入 
 パレスチナ側 日本側 

投入 研修生（ターゲットグループ）： 
PEA 維持管理職員 ４名 （注１） 
PEA-PEC 再生可能エネルギー担当 1 名

PIEFZA エンジニア 2 名（注 2） 
JDECO（本社 1 名、ジェリコ支所 2 名）

研修施設： 
建設予定のモニター棟および PEA 会議室

又は JDECO 訓練センター 
運営維持管理経費： NIS 128,340／年 

研修講師： 
太陽光発電システム運用・管理専門家／研修

管理員 1.5 MM 
データ処理・解析（計装）専門家 1.5 MM
太陽光発電システム維持管理専門家 1.5 
M/M 

現地研修期間： 
2011 年 12 月頃から 30 日間 

注 1） PEA が新規採用を予定している技術者を含む 
注 2） 農産加工団地の運営・維持管理を担当する技術者 
出典： 調査団作成 

研修講師は、上記に示すように太陽光発電システム運用・管理専門家／研修管理員、デ

ータ処理・解析（計装）専門家、太陽光発電システム維持管理専門家の 3 名を計画する。

システム管理専門家は主に「2-4-1 活動」の成果１、３、４につながる部分の研修講師を

担当し、計装管理専門家は主に成果２につながる部分の研修講師を担当する。 

研修では、気象データ収集、整理･編集、解析に係る一連のマニュアル、作業の流れを示

す資料、上記活動内容に対応するマニュアルを教材として用いる。また、講義による説明

ならびに無償資金協力で構築する太陽光発電システム、表示システム、計測監視システム

を実習教材として用いる予定である。各システムの維持管理方法、障害発生時の処理法そ

の他に関しても講義、実習を行う。 

これらの専門技術については、過去のノウハウの蓄積があることから、太陽光発電シス

テムメーカーからの講師選定が適当であると考えられる。 

また、太陽光発電システム運用・管理専門家は研修管理員を兼任する。研修管理員とし

ての業務内容は、研修全体の工程、ロジスティクス、報告書の作成およびとりまとめなど

を予定している。 

2-5 本研修の実施リソースの調達方法 

2-5-1 日本人専門家の派遣 

パレスチナでは太陽光発電装置導入は初めてのケースであることから、パレスチナ内の

ローカルリソースへの再委託を利用しての研修活動は計画できない状況である。したがっ

て、国外リソースを利用しての研修活動を実施することを提案する。ここでは、日本の技

術指導員による指導を前提とした計画としている。 

なお、研修対象となる人材の語学力については、英語での研修に必要十分なだけの英語

能力を兼ね備えていることが準備調査にて確認された。このことから、英語で指導できる

日本人講師の派遣が適当であると考えられる。 
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2-5-2 講師選定方法 

研修の講師は、その技術力と経験から、過去に類似の研修を実施した経験をもつ太陽光

発電システムメーカーから選定することが適当であると考えられる。選定にあたっては、

複数者からの技術提案書（経歴書を含む）の審査ならびに面接試験を行ったうえで、予算

内に収まり、同時に高いパフォーマンスを期待できる専門家を講師として選定する。 

2-6 本研修の実施工程 

本研修の想定される実施工程を以下に示す。 

表－5 実施工程 
 2011 年 11 月 2011 年 12 月 2012 年 1 月 

国内準備作業    

現地研修期間    

国内とりまとめ作業    

2-7 本研修の成果品 

本研修の成果品を以下に示す。本研修は、国内準備作業 0.4 ヶ月、現地での研修期間 1.0
ヶ月および国内とりまとめ作業 0.1 ヶ月であることから、短期間のソフトコンポーネントと

みなし、Progress Report ならびにソフトコンポーネント実施報告書は作成せず、施主に対

しては英語版の Final Report にて、また JICA に対しては右 Final Report を添付したソフ

トコンポーネント完了報告書にて報告を行う。この完了報告書には、本計画書の添付資料-1
に示す PDM に基づく評価結果を盛り込むものとする。 

0.4MM 

1.0MM

0.1MM
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表－6 成果品一覧 
１．Final Report (英語版を施主に提出。) 

(ア) Plan and Implementation of Activities 
(イ) Plan and Accomplishment of Outputs 
(ウ) Factors that have affected Accomplishment of Outputs 
(エ) Problems on Development and Recommendations for Sustainability of Outputs 
(オ) Items of documents etc. as the part of Outputs 

２．完了報告書 
（日本語版を JICAに提出。ソフトコンポーネント完了報告書記載要領に示された様式を使用する。）

(ア) 案件概要 （案件名、E/N 締結日、E/N 限度額、コンサルタント契約額） 
(イ) ソフトコンポーネント概要（経費、背景、計画した目標、計画した成果 計画した活動内容、

従事者、先方参加者、実施機関（時期及び M/M、活動実績、成果の達成状況） 
(ウ) 効果を持続・発展させ、目標を達成するための今後の課題・提言など 
(エ) 添付書類（ソフトコンポーネント実施スケジュール、ソフトコンポーネント従事者履歴書、

先方参加者リスト、研修への出席簿、青果物リスト） 
(オ) 別添資料集（成果品（施主への完了報告書、作成したマニュアル類、使用したテキスト、理

解度テスト結果等）、その他映像、写真、新聞記事など） 
出典： 調査団作成 

2-8 本研修の概算事業費 

ソフトコンポーネントの概算事業費は以下の通り（内訳は添付資料-2 を参照）。なお、

現地再委託費は無い。 

表－7 概算事業費 
項 目 金額(千円) 

直接人件費 3,537 

直接経費 5,117 

間接費 4,527 

合 計 13,181 
出典： 調査団作成 

2-9 相手国実施機関の責務 

無償資金協力で導入される機材が有効に継続的に活用されるために、本案件の責任官庁

である PＥA は以下に示す内容を実施する必要がある。 

• 「運営・維持管理マニュアル」を必要に応じて改定していくこと。 

• ジェリコ地区の既存配電網を管理している配電会社（JDECO）からの要望を把

握し、定期的に収集データに関しての説明を行うこと。 

• 上記活動を継続・維持するため、太陽光発電（逆潮流あり）に係わる人材育成

に継続的に取り組むこと。 
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移
管
に

か
か

る
マ
ニ

ュ

ア
ル

 
４

．
JD

EC
O

の
電

力
供
給

網
へ
継
続

的
に
供

給
さ
れ
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

理
解

す
る
（
系

統
連
系

シ
ス
テ
ム

）
 

4-
1 

研
修

終
了

時
に

系
統

連
系

に
か

か
る

理
解

度
テ

ス
ト
（

演
習

課
題

を

含
む

）
で

平
均

80
%
以

上
の

正
答

率
が

確
認

さ
れ

る
 

4-
1 

理
解
度

テ
ス
ト

の
結
果

 
 

・
 本

研
修

に
PE

C
な

ど
が
適
切

な
研
修
生

を
送
り
出

す
 

【
活

動
】

  
1-

1
太

陽
光

発
電

設
備
全
般

に
つ
い
て

、
研
修

テ
キ
ス
ト

を
作
成

し
、

授

業
（

演
習

を
含
む
）

を
行
う

 
1-

2 
研

修
生

ら
自

身
が

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

維
持

管
理

体
制

を
含

む
）

を
作

成
す
る

 
1-

3 
研

修
生

ら
自

身
が
設
備

保
安
規
定

を
作
成

す
る

 
1-

4 
研

修
終

了
時

に
理
解
度

確
認
テ
ス

ト
を
行

う
 

 2-
1 

計
装

の
意

味
と

方
法
に

つ
い
て
、

研
修
テ

キ
ス
ト
を

作
成

し
、

授
業

（
演

習
を

含
む

）
を

行
う

 
2-

2
デ

ー
タ

の
保

管
法
方
法

と
デ
ー
タ

活
用
方

法
に
つ
い

て
、
研

修
テ

キ

ス
ト

を
作

成
し
、
授

業
（
演

習
を
含
む

）
を
行

う
 

2-
3 

研
修

生
ら

自
身

が
計
装

に
か
か
る

マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作

成
す

る
 

 3-
1 

太
陽

光
発

電
装

置
の

ト
ラ

ブ
ル

予
防

な
ら

び
に

対
処

方
法

に
つ

い

て
、

研
修

テ
キ
ス
ト

を
作
成

し
、
授
業

（
演
習

を
含
む
）

を
行

う
 

3-
2

故
障

処
理

時
（

自
動
処

理
）
の
診

断
報
告

書
の
作
成

方
法
、

保
管

方

法
に

つ
い

て
、
研
修

テ
キ
ス

ト
を
作
成

し
、
の
授
業
（
演

習
を

含
む

）

を
行
う

 
3-

3 
研

修
終

了
時

に
理
解
度

確
認
テ
ス

ト
を
行

う
 

3-
4

研
修

生
ら

自
身

が
日
常

的
レ
ベ
ル

の
ト
ラ

ブ
ル
シ
ュ

ー
テ
ィ

ン
グ

並

び
に

診
断

報
告
書
作

成
・
保

管
に
か
か

る
マ
ニ

ュ
ア
ル
を

作
成

す
る

 4-
1 

系
統

連
系

に
つ

い
て
、

研
修
テ
キ

ス
ト
を

作
成
し
、

授
業
（

演
習

を

含
む

）
を

行
う

 

【
投

入
】

 
[パ

レ
ス

チ
ナ
側

] 
研

修
生

：
 

 
PE

A
維

持
管

理
職

員
 
４

名
 

 
PE

C
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

担
当

 
1
名

 
 

PI
EF

ZA
エ

ン
ジ

ニ
ア
 

2
名

 
 

JD
EC

O
本

社
 

1
名

 
 

JD
EC

O
 ジ

ェ
リ

コ
市

所
 

2
名

 
研

修
施

設
：

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

建
設

さ
れ

る
「

モ
ニ

タ
ー

棟
」
お

よ
び

実
施

機
関

で
あ
る

PE
A
の

手
配

に
よ

る
PE

A
会

議
室

ま
た

は
JD

EC
O
所

管
の

技
術

研
修

セ
ン

タ
ー

 
運

営
維

持
管

理
経

費
：

 
N

IS
 1

28
,3

40
／

年
 

 [日
本
側

] 
研

修
講
師

：
 

シ
ス
テ
ム

管
理
専
門

家
 

 
1.

5 
M

M
 

計
装
管
理

専
門
家

 
1.

5 
M

M
 

研
修
管
理

 
1.

5 
M

/M
 

現
地
研
修

期
間
：

 
20

11
年

12
月

 
30

日
間

 

前
提
条
件

：
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A7. 環境社会配慮チェックリスト 
 

A7-1 

パレスチナ 太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画 

環境社会配慮チェックリスト (その他発電) 

環境影響 
No. 分

類 環境項目 主なチェック事項 大 小 な

し

不

明

環境問題 環境配慮確認結果/
計画される緩和策 

①環境影響評価報告書（EIA レポー

ト）等は作成済みか。 
     

②EIA 等は当該国政府によって承

認されているか。 
     

③EIA レポート等の承認は無条件

か。付帯条件がある場合には、その

条件は満たされるか。 

     

(1)EIA 及 び

環境許認可 

④上記以外に、必要な場合には現地

の所管官庁から環境に関する許認

可は取得済みか。 

     

実施機関であるエネ

ルギー庁は審査申請

書類を環境省に提出

し EIA 実施が必要か

否かの通知を受け

る。EIA 実施の必要

はないと思われる

が、必要な場合は実

施機関であるエネル

ギー庁は EIA を実施

し、環境省の許認可

を得る。 
①プロジェクトの内容及び影響に

ついて、情報公開を含め地域住民に

適切な説明を行い、理解を得るか。

     実施機関であるエネ

ルギー庁は住民に説

明し、理解を得る。

1. 許

認

可

・

説

明  

(2)住民への

説明 

②住民及び所管官庁からのコメン

トに対して適切に対応されるか。 
     実施機関であるエネ

ルギー庁は適切に対

応する。 

(1)大気質 ①バイオマスエネルギー等の燃焼

を伴う発電設備の場合、発電所操業

に伴って排出される硫黄酸化物

(SOx)、窒素酸化物（NOx）、煤塵等

の大気汚染物質は、当該国の排出基

準、環境基準を満たすか。②地熱発

電所から排出される硫化水素等の

大気汚染物質は、当該国の基準を満

足するか。硫化水素による周辺植生

等への影響は生じないか。③その他

の施設から排出される大気汚染物

質は、当該国の基準を満足するか。

  ✔  太 陽 光 発

電 設 備 の

ため、汚染

物 質 は 発

しない。 

 

①発電設備等からの排水（温排水を

含む）は当該国の排出基準を満足す

るか。また、排出により環境基準を

下回る区間が生じないか。 

  ✔  同上。  

②地熱発電の場合、地熱利用に起因

するヒ素、水銀等の水質汚染は生じ

ないか。汚染が生じる場合、対策は

用意されるか。 

  ✔  同上。  

(2)水質 
 

③廃棄物処分場からの浸出水は当

該国の排出基準を満足するか。浸出

水により土壌・地下水、海洋等を汚

染しない対策がなされるか。 

  ✔  同上。  

2. 汚

染

対

策 

(3)廃棄物 施設稼動に伴って発生する廃棄物

は当該国の基準に従って適切に処

理・処分されるか（特にバイオマス

エネルギー）。 

  ✔  特 に 発 生

す る 廃 棄

物はない。 

 



 
 

A7. 環境社会配慮チェックリスト 
 

A7-2 

環境影響 
No. 分

類 環境項目 主なチェック事項 大 小 な

し

不

明

環境問題 環境配慮確認結果/
計画される緩和策 

(4)土壌汚染 サイトの土壌は、過去汚染されたこ

とがないか。また、土壌を汚染しな

い対策がなされるか。 

  ✔    

(5)騒音・振動 騒音・振動は当該国の基準を満足す

るか。 
 ✔    請負工事業者は、パ

レスチナの環境基準

を遵守して施工を行

う。 
(6)地盤沈下 大量の地下水汲上げ、または地熱発

電における蒸気の採取により地盤

沈下は生じないか。 

  ✔    

(7)悪臭 悪臭源はないか。悪臭防止の対策は

取られるか。 
  ✔    

(1)保護区 サイトは当該国の法律、国際条約等

に定められた保護地区に立地しな

いか。プロジェクトが保護区に影響

を与えないか。 

  ✔    

①サイトは原生林、熱帯の自然林、

生態学的に重要な生息地（珊瑚礁、

マングローブ湿地、干潟等）を含ま

ないか。 

  ✔    

②サイトは当該国の法律、国際条約

等で保護が必要とされる貴重種の

生息地を含まないか。 

  ✔    

③生態系への重大な影響が懸念さ

れる場合、生態系への影響を減らす

対策はなされるか。 

  ✔    

④風力発電による微気象の変化が

周辺の貴重な植生に影響を与えな

いか（風力発電施設近傍に貴重な植

生は存在しないか）。影響を与える

場合は適切な対策が用意されてい

るか。 

  ✔    

(2)生態系 

⑤風力発電施設（風車）は貴重な鳥

類の生息地や渡り鳥の飛行コース

を考慮して設置されるか。 

  ✔    

(3)水象 堰等の構造物の設置による水系の

変化に伴い、地表水・地下水の流れ

に悪影響を及ぼさないか（特に流れ

込み式水力発電の場合）。 

  ✔    

3. 自

然

環

境 

(4)地形・地質 プロジェクトにより計画地周辺の

地形・地質構造が大規模な改変や自

然海浜の消失は生じないか（特に流

れ込み式水力発電、地熱発電）。 

  ✔    

①プロジェクトの実施に伴い非自

発的住民移転は生じないか。生じる

場合は、移転による影響を最小限に

する努力がなされるか。 

  ✔    4. 社

会

環

境 

(1)住民移転 

②移転する住民に対して、移転前に

移転・補償に関する適切な説明が行

われるか。 

  ✔    



 
 

A7. 環境社会配慮チェックリスト 
 

A7-3 

環境影響 
No. 分

類 環境項目 主なチェック事項 大 小 な

し

不

明

環境問題 環境配慮確認結果/
計画される緩和策 

③住民移転のために調査がなされ、

正当な補償、移転後の生活基盤の回

復を含む移転計画が立てられるか。

  ✔    

④移転住民のうち特に女性､子供､

老人､貧困層､少数民族・先住民族等

の社会的弱者に適切な配慮がなさ

れた計画か。 

  ✔    

⑤移転住民について移転前の合意

は得られるか。 
  ✔    

⑥住民移転を適切に実施するため

の体制は整えられるか。十分な実施

能力と予算措置が講じられるか。 

  ✔    

⑦移転による影響のモニタリング

が計画されるか。 
  ✔    

①プロジェクトによる住民の生活

への悪影響はないか。必要な場合は

影響を緩和する配慮が行われるか。

  ✔    (2)生活・生計 

②プロジェクトによる取水（地表

水、地下水）や排水の放流が既存の

水利用、水域利用の悪影響を及ぼさ

ないか。 

  ✔    

(3)文化遺産 プロジェクトにより、考古学的、歴

史的、文化的、宗教的に貴重な遺産、

史跡等を損なわないか。また、当該

国の国内法上定められた措置が考

慮されるか。 

  ✔    

(4)景観 特に配慮すべき景観への悪影響は

ないか。必要な対策は取られるか。

  ✔    

①当該国の少数民族、先住民族の権

利に関する法律が守られるか。 
  ✔    (5)少数民族、

先住民族 
②少数民族、先住民族の文化、生活

様式への影響を軽減する配慮がな

されるか。 

  ✔    

①工事中の汚染（騒音、振動、濁水、

粉塵、排ガス、廃棄物等）に対して

緩和策が用意されるか。 

 ✔   騒 音 ・ 振

動、濁水、

粉塵、排ガ

ス、廃棄物

等 

請負工事業者は、パ

レスチナの環境基準

を遵守して施工を行

う。 

②工事により自然環境（生態系）に

悪影響を及ぼさないか。また、影響

に対する緩和策が用意されるか。 

  ✔    

③工事により社会環境に悪影響を

及ぼさないか。また、影響に対する

緩和策が用意されるか。 

 ✔   交通迂回、

渋滞等 
請負工事業者は、環

境への支障のない施

工計画を策定し的確

に実行する。 

5. そ

の

他 

(1)工事中の

影響 

④必要に応じ、作業員等のプロジェ

クト関係者に対して安全教育（交通

安全・公衆衛生等）を行うか。 

 ✔   交通安全 請負工事業者は、安

全教育の徹底を図

る。 



 
 

A7. 環境社会配慮チェックリスト 
 

A7-4 

環境影響 
No. 分

類 環境項目 主なチェック事項 大 小 な

し

不

明

環境問題 環境配慮確認結果/
計画される緩和策 

①上記の環境項目のうち、影響が考

えられる項目に対して、事業者のモ

ニタリングが計画・実施されるか。

 ✔    実施機関であるエネ

ルギー庁は、工事中

の影響について、適

切且つ有効なモニタ

リングを実施する。

②当該計画の項目、方法、頻度等は

適切なものと判断されるか。 
 ✔    同上。 

③事業者のモニタリング体制（組

織、人員、機材、予算等とそれらの

継続性）は確立されるか。 

 ✔    同上。 

(2)モニタリ

ング 
 

④事業者から所管官庁等への報告

の方法、頻度等は規定されている

か。 

 ✔    同上。 

他の環境チ

ェックリス

トの参照 

必要な場合には、送変電・配電に係

るチェックリストの当該チェック

事項も追加して評価すること（送電

線・配電施設の建設を伴う場合等）。

  ✔    6. 留

意

点 

環境チェッ

クリスト使

用上の注意 

必要な場合には、越境または地球規

模の環境問題への影響も確認する。

（廃棄物の越境、酸性雨、オゾン層

破壊、地球温暖化の問題に係る要素

が考えられる場合等） 

  ✔    

1) 表中『当該国の基準』については、国際的に認められた基準と比較して著しいい乖離がある場合

には、必要に応じて対応策を検討する。当該国において現在規制が確立されていない項目につい

ては、当該国以外（日本における経験も含めて）の適切な基準との比較により検討を行う。 

2) 環境チェックリストはあくまでも標準的な環境チェック項目を示したものであり、事業及び地域

の特性によっては、項目の削除または追加を行う必要がある。 
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